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個々人の記録を機械で自動的に蓄積して活用する技術、｢体験記録技術｣が近年

注目を集めている。これに伴い、大量に蓄積された画像から、いかにして所望の記録

を検索するかが技術課題として重要になっている。本論文は、この課題を文字認識

技術で解決する、新しい研究について述べている。文字認識に関する研究は過去に

も多数あったが、本論文は特に体験記録の観点から認識方式、適用方法、効果の評

価を掘り下げた点で特色のあるものとなっている。

第１章では、本研究の背景と目的について述べている。ここでは、近年のエレクトロ

ニクスの進歩により、大量の画像の扱いが可能となった一方、検索が技術課題として

残されていることを指摘している。そして、大量に蓄えられた体験記録画像の検索を、

文字認識によって可能とすることを、研究目的として定義している。

第２章では、体験記録技術の動向について述べ、さらに体験記録画像検索に求

められる技術要件を明らかにしている。まず、情報処理技術として、収集、蓄積、検

索、表示が体験記録に必要な機能であると分析している。そして、体験記録の過去

の研究事例を分析し、検索が技術課題として残されていることを示している。また本

章では、画像検索の様々なアプローチを比較検討している。ここでは、文字は、検索

要求の入力の容易さなどの観点から検索の手がかりとして優れていること、実際の画

像アーカイブを分析すると２、３割程度の画像で文字が重要な手がかりとなっているこ

とを明らかにている。さらに、文字認識技術の動向を分析し、体験記録画像の検索に

必要な、景観中の文字を認識する技術が未だに完成していないことを示している。上

記の調査結果に基づき、文字認識による画像検索を実現するための技術要件を検

討し、未知位置の文字の自動検出・認識、照明条件の変動への対応、多様な文字

色への対応などが必要であることを明らかにしている。

第３章では、上記の技術要件を満たす文字認識技術体系について述べている。ま

ず、文字認識処理の概要を示し、個々の要素技術に求められる課題をマップ化して

いる。さらに、個々の課題を解決するための、文字行抽出技術、レイアウト解析技術、

文字切出し技術、文字識別技術、言語処理技術について述べている。特に、言語処

理系の要素機能として文字認識を用いる、言語駆動型文字列認識方式の技術体系



を新たに構築したことに、本研究の特色がある。また、言語駆動型文字列認識に、ト

ライや文脈自由文法などの言語辞書形式を適用することで、多様な文字列の高速高

精度認識を実現した点は独創的であり、文字認識技術の進歩に大きく寄与した。加

えて、言語駆動型文字列認識の一要素である、文字配置統計量利用文字切出し技

術は、同様の研究の試みの中で先駆的なものとなっている。また、ここで開発したテ

クスチャ情報に基づく文字行抽出技術、カラークラスタリング技術は、照明条件の変

動や多様な文字色へ対応し、従来困難であった景観画像への文字認識の適用を可

能とする新しい技術である。

第４章では、上記の文字認識技術を体験記録画像の検索に適用し、その効果を

評価した結果について述べている。まず、著者の体験記録画像中の英単語765サン

プルに対し、72.3%が認識できることを実験で確認した。ここで、文字認識に残された

技術課題には、投影歪、書体の多用さがあることを明らかにしている。さらに、著者の

体験記録画像1,729枚中520枚(31.2%)に対して文字認識でインデキシングができるこ

とを実験で確認した。また、ここでは、画像に付与された位置情報、時刻情報を併用

することで、より有効な検索が可能となる見込みであることを示している。これらは、今

後の体験記録技術の研究を進める上で重要な知見となるものである。

第５章では、本研究で開発した技術の体験記録以外の適用の可能性について述

べている。第一に、インターネット等を介して大規模なデータが共有される環境への

応用について検討し、特に動画コンテンツの検索が重要な課題となる可能性がある

点を指摘している。第二に、本研究で開発した景観中文字の認識技術を、携帯機器

への適用の可能性について述べている。ここでは、携帯電話向けの漢字認識を例に

とり、実装上の諸問題について検討している。そして、日本語固有の縦書き・横書き

混在に対応したユーザインタフェース、統計的学習を利用した文字識別辞書省メモリ

化技術、辞書引きのアプリケーションに適した言語処理方式について明らかにしてい

る。また、この携帯電話での文字認識を利用した、情報アクセス方式についても述べ

ている。

筆者の研究は、体験記録への適用の観点から文字認識技術を深く掘り下げた、前

例のない試みである。筆者が研究した言語駆動型文字列認識、色情報利用は新規

の技術体系であり、文字認識技術の進歩に大きく貢献した。また、大量情報の利用

が始まった近年、特に重要になった検索の問題に取り組んだ研究であり、有用性が

高いものである。



よって、本論文は博士(工学)の学位請求論文として合格と認められる。


